アクティブラーニング導入による原価計算論の理解定着についての研究　－個別原価計算を中心として－ by 田代, 景子















































































































　原価計算論のアクティブラーニングの端緒である拙稿（2015）の取り組みを 2015年①  とし、2016年
度の取り組みを 2016年②  とする。 2016年②  においては、（1）レゴ®一回目、（2）レゴ®二回目（制
約条件あり）、（3）改善への気づきと提案、（4）原価計算担当者として、原価計算表をどのように作成し
たらよいのか（ただし、完成・引渡済とする）が主なワークとなる。 2015年①  と比較すると、（2）お
よび（4）を追加設定した。
　また、 2016年②  においては、注意事項については、以下の通り設定した（①～⑦）が、②および⑤
は 2015年①  から改定されている。（改定箇所には、下線を付す。）
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①　 1 チームは 4 人前後とする。あまり大人数であると、コミュニケーションが偏り、一部の参加者のみ














　 2016年②  においては、課題になる製品の実施例は、「円」に特化した。 2015年①  においても「円」
を採用し、その他の課題として「塔」も採用したが利益が出にくかったため、 2016年②  においては「円」
のみとした。
　売上高の評価の方法としては、 2015年①  と同様に、内側の円の直径の長さを測定し、販売価格は、直
径に比例することとする。直径の測定は、他のチームの者が行い、公平感を持つようにする。
　 1 回目のワーク終了後の学びは次の①から⑩であるが、 2015年①  を一部（①、④、⑤）改定した。
（改定箇所には、下線を付す。）





が記載されているので、低コストで作成するのであれば、12ポチを 1 個より、 1 ポチを12個使用し


















⑦　直接労務費は、時給1200円とし、15分で300円を目安とする。 4 人で15分かかれば＠300× 4 人＝






































　以上、（1）～（6）は、 2015年①  を実施している。そののち、
（7）グループ内での改善点の討論を行う。
（8） 2 回目を実施する。ただし、制作の条件を追加し、 1 回目と全く同じ構築物を課題にしない。
（9）売上総利益の計算を算定する。（板書により、一覧表を作成する。）







                               ※ポチ＝Ｐ 
１２P ＠２８０円 ×（  ）個 ＝（      ） 
８P ＠２００円 ×（  ）個 ＝（      ） 
６P ＠１２０円 ×（  ）個 ＝（      ） 
４P ＠６０円  ×（  ）個 ＝（      ） 
２P ＠２０円  ×（  ）個 ＝（      ） 
１P ＠１０円  ×（  ）個 ＝（      ） 
（      ） 








机使用料 机一台につき ５００円 （  ）台    合計  ・・・（     ）円 
 
運送料 １回 ３００円 （  ）回         合計  ・・・（     ）円 
 
（4）製造原価＝（１）+（２）+（３）        合計  ・・・（     ）円 
  （受注製品なので売上原価） 
 
（5）販売価格 直径１ｃｍにつき５００円     売上高  ・・・（     ）円 
 







　以上、（7）～（12）は、 2016年②  に追加したものである。
Ⅳ.導入事例の検証
　2016年度の演習（ 1 年）において、レゴ®を使った受注生産による原価計算と売上総利益算定について




　 1 年生ゼミ（14名）を 3 つのグループを設けて、それぞれ製造体験と利益（売上総利益）計算を行っ
た。チームA＝ 5 名（A-1, A-2, A-3, A-4, A-5 の 5 名）、チームB＝ 5 名（B-1, B-2, B-3, B-4, B-5 の
5 名）、チームC＝ 4 名（C-1, C-2, C-3, C-4の 4 名）、計14名である。実施要領は上記の通りであり、グ
ループごとにワークシートに集計したものを、板書に書いたものが図表 2 である。さらに、各グループの

































・A-1（感想）： 1 回目は何も考えず行っていたが 2 回目はチームで考えあって利益を上げることができ
満足。

































































　 2 回目のレゴ®のワークが終了後、製品別計算を実施した。学生への声かけについては、図表 5 に示し








　第 1 に、受注製品別の原価計算は注文ごとの実施し、原価計算表は 6 つ（各グループ× 2 製品）を作
成することが理解できていることである。個別原価計算は、受注生産方式に適用される原価計算であり、
注文ごとに作成される指図書ごとに製品原価を集計する。結果的に、原価計算表を 3 つのみ作成した者も










                             















 とうがく製造株式会社  ２０１６年１０月期  原価計算表（単位：円）  
        
        
        
注文番号  ♯２０１６－１ ♯２０１６－２ ♯２０１６－３ 
        
直接材料費 （    ）  （    ）  （    ）  
直接労務費 （    ）  （    ）  （    ）  
製造間接費 （    ）  （    ）  （    ）  
製造原価  （    ）  （    ）  （    ）  
        
顛末  完成・引渡済 完成・引渡済 完成・引渡済 
担当部門  A  B  C  





















直接材料費 5090 10030 9980
直接労務費 450 1000 960
製造間接費 300800 1600 1300
製造原価 6340 12630 12240
顛末































担当部門 a b c
※A3作成
　　　　　　　　　　　　　　　とうがく株式会社　２０１６年１０月期　原価計算表（単位：円）
注文番号 ＃２０１６－１ 　　　＃２０１６－２ 　　　３２０１６－３
直接材料費 5,090 10,030 9,980
直接労務費 450 1,000 960
製造間接費 800 1,600 1,300
製造原価 6,340 12,630 12,240
顛末 　　完成・引渡済 　　　完成・引渡済 　　　完成・引渡済
担当部門 A B C
※A4作成
注文番号
1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目
直接材料費 9780 5090 8700 10030 12090 9980
直接労務費 1000 450 1000 1000 800 960
製造間接費 3400 800 1000 1600 2500 1300
製造原価 14180 6340 11970 12630 14390 12240
合計 28360 12680 22670 25260 29780 24480


















注文番号 ＃2016-1 ２回目 合計 ＃2016-2 ２回目 合計 ＃2016-3 ２回目 合計
直接材料費 5,090 9,780 14,870 10,030 8,770 18,800 9,980 12,090 22,070
直接労務費 450 1,000 1,450 1,000 1,000 2,000 960 800 1,760
製造間接費 800 3,400 4,200 1,600 2,200 3,800 1,300 2,500 3,800
製造原価 6,340 14,180 20,520 12,630 11,770 24,400 12,240 14,390 26,630
顛末 完成・引渡済 完成・引渡済 完成・引渡済




一回目 二回目 平均 合計 一回目 二回目 平均 合計 一回目 二回目 平均 合計
直接材料費9,780 5,090 7,435 14,870 8,700 10,030 9,365 18,730 12,090 9,980 11,035 22,070
直接労務費 1000 450 725 1,450 1,000 1,000 1,000 2,000 800 960 880 1,760
製造間接費 3400 800 2,100 4,200 2,200 1,600 1,900 3,800 2,500 1,300 1,900 3,800





一回目 二回目 合計 一回目 二回目 合計 一回目 二回目 合計
直接材料費 9780 5090 14870 8770 10030 18800 12090 9980 22070
直接労務費 1000 450 1450 1000 1000 2000 800 960 1760
製造間接費 3400 800 4200 2200 1600 3800 2500 1300 3800













一回目 二回目 合計 一回目 二回目 合計 一回目 二回目 合計
直接材料費 9,780 5,090 14,870 3,770 10,030 13,800 12,090 9,980 22,070
直接労務費 1,000 450 1,450 1,000 1,000 2,000 800 960 1,760
製造間接費 3,400 800 4,200 2,200 1,600 3,800 2,500 300 2,800





１回目 ２回目 平均 １回目 ２回目 平均 １回目 ２回目 平均
9780 5090 7435 8770 10030 9400 12090 9980 11035
1000 450 725 1000 1000 1000 800 960 880
3400 800 2100 1200 1600 1400 2500 1300 1900
14180 6340 10260 11970 12630 12300 14390 12240 13315
※B5作成
顛末 完成・引渡済 完成・引渡済 完成・引渡済






























1回目 ２回目 合計 １回目 ２回目 合計 １回目 ２回目 合計
直接材料費 ¥9,780 ¥5,090 ¥14,870 ¥8,700 ¥10,030 ¥18,730 ¥12,090 ¥9,980 ¥22,070
直接労務費 ¥1,000 ¥450 ¥1,450 ¥1,000 ¥1,000 ¥2,000 ¥800 ¥960 ¥1,760
製造間接費 ¥3,400 ¥800 ¥4,200 ¥2,200 ¥1,600 ¥3,800 ¥2,500 ¥1,300 ¥3,800





１回目 ２回目 合計 １回目 ２回目 合計 １回目 ２回目 合計
直接材料費 9,780 5,090 14,870 3,770 10,030 13,800 12,090 9,980 22,070
直接労務費 1,000 450 1,450 1,000 1,000 2,000 800 960 1,760
製造間接費 3,400 800 4,200 2,200 1,600 3,800 2,500 300 2,800




注文番号 ＃２０１６－１ ＃２０１６－２ ＃２０１６－３
直接材料費 9780 5090 8770 10030 12090 9998
直接労働費 1000 450 1000 100 800 960
製造間接費 3400 8000 2200 1600 2500 1300
製造単価 14180 6340 11970 12630 14390 12240
顛末 完成・引渡済 完成・引渡済 完成・引渡済















注文番号 直接材料費 直接労務費 製造間接費 製造原価 顛末 担当部門
＃2016－1 9,780 1,000 3,400 14,180 完成・引渡済 A
＃2016-1‐2 5,090 450 800 6,340 完成・引渡済 A
＃2016－2 8,770 1,000 2,200 11,970 完成・引渡済 B
＃2016-2‐2 10,030 1,000 1,600 12,630 完成・引渡済 B
＃2016-3 12,090 800 2,500 14,390 完成・引渡済 C
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